




















57, 1 － 82, 2010.3）の序部において明らかにした。本稿には，『プロトレプ
ティコス』に続く『パイダゴーゴス』第 1 巻を全て訳出する。テキストとし
ては，Clementis Alexandrini Paedagogus, ed. M. Marcovich, adiuvante J. C. 
M. van Vinden（Leiden/Boston 2002）を用い，ミーニュ版のラテン語訳，お
よび最新のイタリア語訳（Clemente Alessandrino: il pedagogo, Introduzione, 














































































































がその上に横たわっていた床を取り家に帰るよう〉言った（ﾏﾀｲ 9,6 － 7）。力
なき者が瞬時に力づけられたのである。また主は，死者に向かって〈ラザロよ，
アレクサンドリアのクレメンス『パイダゴーゴス』（『訓導者』）第１巻
― 全訳 ― 








































































































































































































― 全訳 ― 
へりくだらせる者は誰であれ，その人は天の王国においてより偉大である》〉（ﾏ
































































あることを望む〉（ﾛｰﾏ 16,18 － 19）。
20.1）というのも「nē という語基は欠如を表している」と文法の初心者た
アレクサンドリアのクレメンス『パイダゴーゴス』（『訓導者』）第１巻










































































































































































































































































































































































なた方には，いまはまだ不可能である。肉的な人であるから〉（1 ｺﾘﾝﾄ 3,2 － 3）。
「肉的な人」とは，肉に属する事柄を考え，欲し，愛し，求め，怒り，執着し















































































































































































































































































































































































































ｴｼﾞﾌﾟﾄ 32,33 － 34）。58.1）このように，この方は訓導の師でもある。という
のも真に，モーセを通して主は旧約の民の訓導者であり，主自らを通して，顔
と顔を合わせての，新約の民の導き手であったからである。主はモーセにこう


























































― 全訳 ― 
力を見るがよい。こう述べられている。〈彼は名声によって裁くことも，語り
によって論駁することもせず，謙遜な者には正しき裁きを行い，地の罪人たち







































































































































































































へと完成されるためです〉（ﾖﾊﾈ 17,21 － 23）。神は一であり，一をも超えたも
のであり，かの「一性」（ﾌｨﾛﾝ『律法の寓意的解釈』2.3）をも超えた存在である。
アレクサンドリアのクレメンス『パイダゴーゴス』（『訓導者』）第１巻












ましたし，また知らせましょう〉（ﾖﾊﾈ 17,24 － 26）。3）この方は〈憎む者に
対しては，父親の罪を子に帰せ，愛する者に対しては憐れみを懸ける〉（出ｴｼﾞ










































































戒 nouthetésis（76.1-）2. 処罰 epitimésis（77.1-）3. 非難 mempsis（77.3-） 4. 懲
戒 epipléxis（78.1-）5. 難 詰 elenchos（78.2-）6. 諫 言 phrenósis（79.1-）7. 弾
劾 episkopé（79.2-）8. 面 罵 loidoria（80.1）9. 説 示 enklésis（80.2）10. 勧 告 



























































と主は言われる〉（ｴﾚﾐﾔ 1,16 － 17）。



































2）次いで 7. 弾劾 episcope とは，激しい懲戒である。福音においてこの方
法が用いられている。〈エルサレムよ，エルサレムよ。預言者たちを殺害し，












2）一方 9. 説示 enklésis とは，不正を行う者どもに対する叱責である。こ
の訓育の方法は，ダビデを通じて用いられている。〈わたしの知らぬ民はわた
しに隷従し，聴覚を通じてわたしに聴き従う。敵の民はわたしに対して偽り，
傷ついてその族から去る〉（詩篇 17,44 － 46）。エレミヤを通じてもこう語ら
アレクサンドリアのクレメンス『パイダゴーゴス』（『訓導者』）第１巻
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れる。〈わたしは彼女に離縁の書を与えた。不実なユダはそれでも恐れなかっ
た〉（ｴﾚﾐﾔ 3,8）。さらにはこう述べられる。〈イスラエルの家はわたしに抗い，
ユダの家はわたしに偽りを働いた〉（ｴﾚﾐﾔ 5,11 － 12）。




隷と化してしまったのか。彼女は夜もすがら泣き叫んでいる〉（哀歌 1,1 － 2）。




ﾔ 3,3 － 4）。さらにはこうも語っている。〈呪文を唱える美しく艶やかな遊女〉（ﾅ
ﾎﾑ 3,4）。ここでは「遊女」という名を用いて，処女を技巧的に蔑み，尊厳に
向けて再度勧告し招いているのせある。



























































































































































































れは聞いたとおりに見た〉（詩篇 47,9）。91.1）そして忠告の第 3 のタイプは，
アレクサンドリアのクレメンス『パイダゴーゴス』（『訓導者』）第１巻





































































― 全訳 ― 
　　「徳は称賛を受けることにより，樹木のように成育する」


































































































































― 全訳 ― 
すれば，御言葉への従順，すなわち信仰が，いわゆる「適合性」をもたらすと
いうことが，どうして不可避でないということがありえようか。2）なぜなら
徳とは，生すべてを通じての，霊魂の御言葉との共鳴的状況であるから。実に
哲学者たちは，最も肝要な愛智に関して，それを正しさであるロゴスへの専心
であるとしているのである。それは，過失というものは，理性の過ちによって
すべて生じるのであり，これが罪と呼ばれるのは相応しくも必然であるという
理由に基づく。3）実に，最初の人間が罪を犯し，神に対して反抗したとき，〈彼
は家畜に似たものとなった〉（詩篇 48,13；21）とされる。人間は御言葉に背
いて罪を犯すとき，相応しくもロゴスに与からぬものと考えられて家畜になぞ
らえられる。102.1）ここから知恵も，〈快楽を好む者と姦通者は，交合時の馬〉
（ｼﾗ 33,6），と理性を持たぬ獣になぞらえて語っている。彼はさらに加えて言う。
〈すべてのものにまたがって嘶く〉。彼が言うには「もう人間は何も語らない」。
つまり，ロゴスに反して罪を犯す者は，もはや理性に与かっているとは言えず，
ロゴスなき獣なのであり，欲情に引き渡された者であり，その者にはあらゆる
快楽が取り付いている，ということである。
2）一方ストア派の徒たちは，ロゴスへの従順に則って正されたあり方を，
適応性また適合性と名づけている。ここで適合性とは適応性であり，従順
とは掟に基礎づけられている。しかるに掟とは，教え（hypothéké）と同
じものであり，目的として，また最終的な目標，終末として真理を目指し
て教導するものである。敬神にとっての終末は，神のうちなる永遠の休ら
いであり，永遠の世の始まりこそわれらの終末である。しかるに敬神が確
立すると，業を通して適合性を成就する。ここから当然，言葉のではなく
行為に関する適合性が成立する。そしてキリスト教徒の行為とは，御言葉
に倣った霊魂の完全現実態であり，これは高貴な判断と真理への希求に従
い，本性に適い共闘する肉体によって完遂される。4）しかるに神的な生，
そしてキリストにあっては，適合的かつ随順的（akolouthos）な意思とは
一つであり，永遠の生命のうちに屹立される。というのもキリスト教徒の
生とは（これこそ今，われわれがそこに向けて教導されているものである
が），ロゴスに適った行為の体系であり，すなわちこれは御言葉によって
教えられた事柄の過つことなき完全現実態であって，これこそわれわれが
信仰と呼ぶものなのである。103.1）しかるにこの体系とは主の掟であり，
これは神的な教えとして，われわれ自身に霊的に書き込まれ，栄光に他な
らないのであるが，われわれ自身に向け，また限界（peras）に向けて良
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く計らわれている。実に，これらの掟とは再度われわれに向かって戻って
くるものであり，ちょうどブーメランが，投じた者に向かって同じ軌道を
描きながら戻ってくるのと同様である。そこから適合性もまた，神的訓導
には不可欠である。神によって告げられ，救いのために提供されたものと
してである。2）さらに，必然的なもののうち，この地上だけのものは生
きるためだけのものであり，あの世のものは，よく生きるという目的のも
と，あの世へと翼をもって運びゆく。これと類比的に，適合性に関しても，
あるものは生きるためだけのものであり，また別のものはよく生きるため
に定められているものである。かくして，異邦人のための生き方として命
じられている事柄は，多くの人々の許にあってもそう公言され，よく生き
るためにも調和し，ここから，かの永遠を生きるためのものとなる。以下，
それらをこの『パイダゴーゴス』という標題の下に，かの聖書から引きつつ，
読者が検証できるように努めよう。
